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 今月に入り、蒸し暑い日が多くなって来ましたね。今年の梅雨入りは、例年通りで、６月中頃と予

想されています。最近では、日中に 30℃近くになりましたので、熱中症には十分気を付けて下さい。

私は、こまめに水分を補給するように心がけています。先月から、急に気温が高くなったので、自律神

経による体温調節が上手く働かず、疲労が蓄積されて、体調を崩される方が多いそうです。皆様、どう

か十分な休養を取って、これからの梅雨を乗り切ってください。こんにちは、院長の喜多です。 

先月中頃に、所属する日本補綴歯科学会に参加するために、札幌まで行って来ました。この学会には、

大学卒業後すぐに参加し、今年で 29年目になります。例年、専門医研修会のために出席しています。 

本学会で最近よく注目されている研究内容は、デジタル技術の応用に関するものです。例えば、セラ

ミック製のかぶせを製作する場合に、まず口腔内スキャナーと呼ばれる片手で持てるサイズのカメラの

ような計測機器を用いて、デジタルデータで歯型を取る作業を行い、そのデータを元に、技工士がパソ

コン上で設計します。その後、ミリングマシーンでセラミック製のブロック材料を削り出し、最後に、

技工士が手作業で仕上げ、かぶせが出来上がります。この手法を用いれば、従来の手作業だけの場合に

比べて、短時間で効率的に技工物を製作することが出来ます。（但し、技工士による最終調整の作業は、

機械では出来ずとても重要です。）現在では、いくつかのシステムが製品として販売されていますが、

口腔内スキャナーによる計測精度の向上や、パソコンの設計ソフトの改良、または切削機械による加工

精度の向上などについての研究発表が盛んに行われていました。今回の学会の海外特別公演では、米国

のロマリンダ大学名誉教授 Goodacre 先生が、口腔内スキャナーによるデジタルデータを用いた上下

の総入れ歯の製作について講演され、長年試行錯誤されてきた研究内容は、大変興味深かったです。

デジタルデータによる入れ歯の製作は、まだまだ開発途中ですが、近い将来、日本の歯科診療でも、

総入れ歯の製作の際に、息が苦しくなるような従来の歯型取りの方法ではなくて、口腔内スキャナーを

使った簡単で楽な方法が採用されることを、期待しています。きっと、それは実現出来ると思いました。 
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